
文部省・文部科学省の不登校対策について 

 

1． 不登校について、「子どもの実態調査」と文部科学省発表する「学校基本調査」では大きな差

があります 

●不登校をした子どもに直接アンケート・ヒアリング調査した「不登校に関する実態調査」（子ど

もへの５年後の追跡調査）と文部科学省が毎年行っている「児童生徒の問題行動等生徒指導

上の諸問題に関する調査」（学校回答）では調査結果に大きな差があります。 

●資料 1-1学校が回答した「不登校となったきっかけと考えられる状況」 

「児童生徒の問題行動等生徒指導上の諸問題に関する調査」文部科学省「（平成 26 年度） 

●資料 1-2不登校をした子どもが回答した「不登校になったきっかけ・休みはじめた学年・時

期」 

「不登校に関する実態調査～平成 18 年度不登校生徒に関する追跡調査報告書～」不登校

生徒に関する追跡調査研究会※（平成 26 年 7 月） ※文部科学省委託の研究 

1回目調査は平成5年に中学3年生だった子どもを平成10年にアンケート・ヒアリング調査し、

平成 13 年 9 月に発表。 

2 回目調査は平成 18 年に中学 3 年生だった子どもを平成 23 年にアンケート・ヒアリング調査

し、平成 26 年 7 月に発表。 

●文部科学省の不登校対策は学校から毎年あがる報告をもとに行っています。委託研究で不

登校をした子どもたちからアンケート・ヒアリングを行っていますが、不登校対策にはほとんど反

映されていません。 

下記の表に見られるように「学校側認識」と「不登校をした子ども」では、いじめを含む友人関係

で 3.2 倍（16.5％：52.9％）、先生との関係で 16.3 倍（1.6％：26：2％）となっており統計上大き

な差があります。 

●不登校した子どもたち追跡調査は平成 10 年の調査より平成 23 調査の方が学校問題での

各項目の数値が上がっており、文科省の不登校対策の問題点が見てとれます。 

●文部科学省の不登校対策は、不登校をした子どもの立場に立った不登校支援策にはなっ

ていません。 

不登校のきっかけ 学校基本調査 
子どもへの追跡調査 

平成 23 年の調査 

子どもへの追跡調査 

平成 10 年の調査 

いじめを含む友人関係 16.5％※ 52.9％ 44.5％ 

先生との関係 1.6％ 26.2％ 20.8％ 

勉強が分からない 9.2％ 31.2％ 27.6％ 

クラブ活動、部活動 2.2％ 22.8％ 16.5％ 

学校のきまりなどの問題 1.8％ 10.0％ 9.8％ 

  入学、転校、進級して 

  なじめなかった 
2.9％ 17.0％ 14.3％ 

注 1：「不登校のこどもの追跡調査」は中学 3 年生時、「学校基本調査」は不登校の中学生 

注 2：共に複数回答を可とする。 

※いじめと友人関係の合計 

 



2． 文部省・文部科学省が行ってきた不登校対策はうまくいっていません 

●資料 2-1「不登校の子どもたちの推移」 

少子化により子どもの総数が減っているのに不登校の子どもの数は増え続けています。2000

年代に入ってからは高止まりの状態です。 

●資料 2-2「中学生の自殺率」 

いじめや体罰、学業をめぐって子どもの自殺は増えています。 

●資料 2-3「学生・生徒等の自殺をめぐる状況」 

子どもの自殺は学校との関係が深く、長期の休み明け（特に夏休み明け）に増えます。子どもの

不登校も同じ時期に増えます。 

 

3． 文部科学省の不登校対策の問題点 

●前述のように文部科学省の不登校対策は子どものためになっているとはいえません。 

子どもは学校を安心して休めないことを苦しんでおり、文部科学省は早期学校復帰策を講じて

きました。この利害が相反する関係のまま今回の不登校対策法案を法制化することは、子ども

と保護者を更に追いつめます。 

●今回の不登校対策法案にはこのように多くの問題があり、白紙撤回を要望いたします。 

 

 

 



国公私立小・中学校

（注１） 複数回答可とする
（注２） パーセンテージは、各区分における不登校児童生徒数に対する割合

（％）

1.2 

11.2 

3.3 

7.1 

0.5 

0.2 

0.6 

2.2 

9.2 

19.1 

4.8 

9.1 

0.9 

23.0 

36.1 

5.8 

5.3 

5.4 

1.6 

1.1 

15.4 

1.6 

9.2 

1.7 

2.2 

1.8 

2.9 

4.6 

8.8 

3.6 

7.8 

8.4 

26.7 

28.1 

4.9 

4.9 

1.3 

1.3 

0.0 5.0 10.0 15.0 20.0 25.0 30.0 35.0 40.0

いじめ

いじめを除く友人関係をめぐる問題

教職員との関係をめぐる問題

学業の不振

進路にかかる不安

クラブ活動，部活動等への不適応

学校のきまり等をめぐる問題

入学，転編入学，進級時の不適応

家庭の生活環境の急激な変化

親子関係をめぐる問題

家庭内の不和

病気による欠席

あそび・非行

無気力

不安など情緒的混乱

意図的な拒否

上記のいずれにも該当しない，本人に関わる問題

その他

不明

小学校

中学校

不登校となったきっかけと考えられる状況①①不登校について[現状]

○ 不登校となったきっかけと考えられる状況として、小・中学校では、不安など情緒的混乱、
無気力、親子関係をめぐる問題が多い。

（出典）文部科学省 「児童生徒の問題行動等生徒指導上の諸問題に関する調査」（平成26年度）3
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 不登校の子どもたちの推移 

  文部科学省「学校基本調査」「児童生徒の問題行動等生徒指導上の 

 諸問題に関する調査」データより作成 
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不登校の子どもの数の推移

文部科学省「学校基本調査」「児童生徒の問題行動等生徒指導

上の諸問題に関する調査」より（中学生は中等教育学校前期課

程を含む)。2014年度間のみ速報値。
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中 学⽣の⾃殺率 過去最多の⽔準 2015年すでに77件 
『リスクリポート』より（個⼈- Yahoo!ニュース） 
 http://bylines.news.yahoo.co.jp/ryouchida/ 
 内⽥良  | 名古屋⼤学⼤学院教育発達科学研究科・准教授  
 2015 年 11 ⽉ 3 ⽇ 6 時 0 分配信  

 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 

 
   中学⽣と⽇本全体の⾃殺死亡率（10 万⼈あたり） 
   中学⽣の⾃殺率は 1990 年から増加傾向に転じ、とくに 2011 年以降は著しく上昇 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 

⾼校⽣の⾃殺死亡率（10 万⼈あたり） 
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 学生・生徒等の自殺をめぐる状況   内閣府「平成27年版自殺対策白書 概要」より 
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